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● 参加者数（延べ人数）　： ２３名

● 意見等の概要と市の考え方　： 下記のとおり
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阪南市子育て拠点再構築方針（案）に対する意見と市の考え方について　　　【保護者等説明会】

【説明会の開催状況】

日　　程　：　令和元年１１月２４日（日）及び１２月１日（日）　　計３回

開催場所　：　石田保育所、下荘保育所、まい幼稚園

　０歳児や１歳児など、希望しても保育所等に入れない子どもがいます。受け皿につ
いて、検討してくれませんか。

　子ども・子育て支援事業計画の中で、全体の量の見込みを確保できるよう取り組ん
でいきます。なお、第２期子ども・子育て支援事業計画では、０歳、１歳については量
の見込みは増加するものと見込んでいます。

　子育て拠点再構築方針により、１つの施設に子どもを詰め込むということはないの
ですか。

　国の規定する配置基準を遵守します。

意見等の概要 市の考え方

１．全体的な意見等について

　民間施設は、公立施設と比べて保育の質は低下しませんか。 　保育の質を確保するため、現在も公立と民間とが同じ研修を受講したり、意見交換
を実施するなどの活動をしています。

　認定こども園の整備が、あるところは「公立」で、あるところは「民間」と分かれてい
ますが、その理由は何ですか。

　尾崎地区に整備する認定こども園は、早期の施設整備を図ること、及び持続可能
な行財政運営の視点から、民間としています。また、下荘地区に整備する認定こども
園は、公立の役割を果たしていく必要があるため、公立としています。
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３．石田保育所・下荘保育所の再構築計画について

　石田保育所と下荘保育所の統合する際、その時点で石田保育所に在籍する児童
はどこに通うことになりますか。

　両所の統合は、令和５年度以降の第２ステージとしています。統合後の児童の通園
（所）先等については、統合を具体化する中で、改めてお知らせしていきます。

　車を運転しない保護者へはどのように対応するのですか。 　今後検討します。

２．尾崎幼稚園・尾崎保育所の再構築計画について

　他の自治体で、民営化後に、事業者の都合で、急に閉園した施設があると聞いた
ことがありますが、民間募集についてどのように考えていますか。

　事業者を決定する過程で、財務状況等により経営状況を確認するなど、そうしたこ
とがないように努めていきたいと考えています。また、万一そのようになった場合は、
行政の責任として対応していく。

　下荘地区の認定こども園は、石田保育所から遠いと思います。小学校へ進学する
際のお友達関係が心配です。

　両所の統合は、令和５年度以降の第２ステージとしています。統合後の児童の通園
（所）先等については、統合を具体化する中で、改めてお知らせしていきます。

　石田保育所と下荘保育所の統合されると、こどもの人数が増えると思います。もし、
整備される認定こども園の敷地が、旧下荘小学校跡となった場合、送迎の自動車で
道路が混雑すると予想されますが、どのように対応されるのですか。

　現在、８～９割程度の保護者が車で送迎を実施されています。今後、十分な調査を
実施したうえで、建物の配置や動線などを考慮して施設を整備したいと考えていま
す。

　再構築により生じる制服の購入などの費用負担については、市が負担してくれるの
ですか。

　制服の購入の件は課題と考えています。今後検討します。
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５．まい幼稚園について

　障がいのある子どもは民間には通えないのですか。

６．その他

　公立には最終的なセーフティネットとしての役割があると考えています。民間でも受
入れをしていますが、民間での対応が難しい場合は、公立施設で対応するものと考
えています。

４．石田保育所・下荘保育所の応急改修工事について

　工事を実施するとき、通常の保育等への配慮はどのように考えているのですか。 　可能な限り児童や施設への影響が最小限となるようにします。また、日曜日や祝日
の工事も視野に入れて対応します。

　土砂災害に関する対応はどのように実施していくのですか。 　避難計画の作成や避難訓練の実施、必要に応じた休園などの対応を今後も実施し
ていきます。

　まい幼稚園への入園希望者が増えるよう取り組むべきではないですか。 　公立の役割を明確にし、良さや持ち味を生かしていきたいと考えています。

　統廃合を行う基準はあるのですか。 　特にありません。

　園児数が減少していくと、新たに統廃合や民営化の対象になるのですか。 　長期においては断言できませんが、今回策定の方針（案）では、運営を継続すると
しています。


